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ほ
と
ん
ど
の
携
帯
電
話
所
有
者
が

受
信
で
き
、
避
難
情
報
な
ど
市
が

提
供
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
る
。

双
方
向
の
情
報
伝
達
手
段
は
、
防

災
無
線
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
）

に
よ
り
、
防
災
関
係
機
関
と
市
災

害
対
策
本
部
を
結
ん
で
い
る
が
、

災
害
対
応
の
た
め
の
情
報
収
集
・

伝
達
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、

緊
急
の
情
報
を
直
接
市
民
に
伝
え

る
こ
と
は
不
得
意
で
あ
る
。

携
帯
電
話
事
業
者
や
、
Ｍ
Ｃ

Ａ
無
線
の
イ
ン
フ
ラ
が
被
災
し
た

場
合
、
機
能
が
停
止
す
る
可
能
性

は
。
携
帯
電
話
を
所
有
し
て
い
な

い
な
ど
の
情
報
弱
者
へ
の
情
報
提

供
の
方
法
は
。

平
成
２４
年
３
月
の
総
務
省
調

査
結
果
で
は
、
発
災
直
後
は
安
否

確
認
の
た
め
に
電
話
が
集
中
し
、

事
業
者
が
制
限
を
か
け
る
た
め
繋

が
り
に
く
く
、
大
量
の
メ
ー
ル
が

遅
れ
て
届
く
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
、
各
携
帯
事
業
者
は
、

基
地
局
電
源
の
強
化
な
ど
、
被
災

地
の
通
信
確
保
や
早
期
復
旧
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
Ｍ

Ｃ
Ａ
無
線
の
基
地
局
は
金
剛
山
と

生
駒
山
に
あ
り
、
一
方
が
被
災
し

て
も
、
も
う
一
方
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
す
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
携
帯
電
話
を
所
有
し
て
い
な

い
方
に
対
し
て
は
、
市
の
広
報
車

で
直
接
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
現

在
で
は
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
盛
り
上
げ
、
助
け
合
っ
て

い
く
地
域
防
災
の
向
上
が
一
番
大

切
で
あ
る
。

無
線
な
ど
の
連
絡
通
信
網
構

築
が
防
災
シ
ス
テ
ム
に
は
必
要
だ

が
、
同
報
系
無
線
の
考
え
は
。

同
報
系
無
線
は
、
市
内
全
て

を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、
随
所
に

ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
、
必
要

な
情
報
を
音
声
で
伝
え
る
も
の
で
、

津
波
襲
来
の
可
能
性
が
あ
る
沿
岸

部
で
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。
本

市
で
も
、
過
去
に
導
入
の
議
論
を

し
た
結
果
、「
発
生
の
予
見
が
難

し
い
地
震
に
対
し
て
あ
ま
り
効
果

が
な
い
」
な
ど
の
理
由
や
コ
ス
ト

面
で
見
送
っ
た
。
し
か
し
、
国
民

保
護
事
案
が
緊
迫
化
す
る
な
ど
、

状
況
も
変
化
し
て
い
る
。
平
時
利

用
と
し
て
、
交
通
安
全
の
注
意
・

啓
発
な
ど
市
民
の
安
心
・
安
全
に

寄
与
す
る
情
報
の
周
知
な
ど
が
、

実
効
性
に
か
な
う
か
、
コ
ス
ト
面

と
も
照
合
し
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

関
係
機
関
の
情
報
を
各
地
域

に
合
っ
た
情
報
に
す
る
判
断
支
援

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
す
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
が
、
本
市
は
何

か
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

配
備
体
制
や
住
民
の
避
難
決

定
を
す
る
た
め
、
気
象
庁
等
の
防

災
情
報
活
用
や
、
職
員
や
消
防
団

に
よ
る
河
川
の
監
視
等
を
状
況
に

よ
り
行
い
、
総
合
的
に
分
析
し
て

災
害
対
応
の
方
針
を
決
め
て
い
る
。

収
集
し
た
情
報
を
素
早
く
判

断
し
伝
達
す
る
こ
と
が
市
民
の
安

心
感
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

市
民
へ
正
確
に
情
報
を
伝
達
で
き

る
の
か
。

災
害
対
応
で
、
情
報
の
収
集
、

対
応
の
決
断
、
伝
達
は
最
も
重
要

な
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
業
務
に
資

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
常
に
研

究
し
、
導
入
も
努
力
す
る
。

新
分
庁
舎
を
災
害
対
策
本
部

に
活
用
す
る
の
か
。

４
階
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

同
フ
ロ
ア
に
、
災
害
対
策
本
部
会

議
室
と
外
部
か
ら
の
支
援
チ
ー
ム

の
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
計
画
し
て
い

る
。
２
階
は
災
害
時
支
援
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
の
活
動
拠

点
、
各
種
対
策
会
議
の
会
議
室
な

ど
に
活
用
す
る
。
１
階
交
流
ス
ペ

ー
ス
は
、
発
災
直
後
の
帰
宅
困
難

者
対
応
に
使
用
し
、
そ
の
後
は
罹

災
証
明
の
発
行
ス
ペ
ー
ス
に
活
用

す
る
。
新
分
庁
舎
の
立
地
の
メ
リ

ッ
ト
や
機
能
を
防
災
に
も
最
大
限

活
用
し
た
い
。

平
成
３２
年
度
末
ま
で
に
本
庁

舎
の
建
て
替
え
を
行
う
計
画
が
あ

る
が
、
防
災
機
能
を
十
分
に
有
し

た
設
計
を
早
く
示
し
て
ほ
し
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

新
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
の
業
者
選
定
手
続
き

を
現
在
進
め
て
い
る
。
委
託
業
者

は
、
１０
月
中
に
決
ま
る
予
定
で
あ

る
。
新
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
案

は
、
平
成
２9
年
度
末
の
策
定
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。
基
本
計
画

で
は
、
新
本
庁
舎
の
整
備
方
針
や
、

必
要
な
機
能
・
規
模
等
や
、
概
算

事
業
費
、
事
業
手
法
等
を
検
討
す

る
。
そ
の
後
、
基
本
設
計
を
３０
年

春
か
ら
取
り
か
か
り
、
３１
年
３
月

末
に
完
成
を
目
指
す
。
３１
年
４
月

か
ら
、
実
施
設
計
に
半
年
、
建
設

工
事
は
１
年
半
ほ
ど
か
か
る
予
定

で
、
３２
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し

て
取
り
組
む
。
本
庁
舎
は
、
災
害

対
応
の
拠
点
に
な
り
、
防
災
活
動

の
中
心
と
な
る
た
め
、
建
物
は
強

固
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
災
害

対
応
に
必
要
な
も
の
が
集
ま
る
た

め
、
効
率
よ
く
機
能
す
る
施
設
で

あ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
基
本

計
画
に
着
実
に
盛
り
込
む
よ
う
に

進
め
た
い
。

一般質問

原
山　

大
亮

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

〈
日
本
維
新
の
会
〉

小
・

中

学

校

の

エ

ア

コ

ン

設

置

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
は
、
市
民
か
ら
強
い
要
望
が

あ
る
。
夏
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
学
校
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
。
６
～
８
月
に
か
け
、
学

校
で
は
熱
中
症
の
発
症
は
な
か
っ

た
の
か
。
状
況
と
現
状
は
。

今
年
度
、
８
月
ま
で
の
熱
中

症
の
報
告
件
数
は
、
小
学
校
１
件
、

中
学
校
１０
件
で
あ
る
。
昨
年
度
は
、

小
学
校
０
件
、
中
学
校
１３
件
で
、

昨
年
に
比
べ
若
干
減
っ
た
。
今
年

の
小
学
校
１
件
は
、
市
の
陸
上
競

技
会
参
加
後
の
帰
宅
途
中
で
の
気

分
悪
化
で
あ
る
。
中
学
校
で
は
、

同報系無線


